
様式第２号(第７条関係) 

会議の開催結果 

１ 会議の名称 
令和４年度第１回 

さいたま市大宮盆栽美術館運営委員会 

２ 会議の開催日時 
令和４年８月１０日（水曜日） 

午後３時００分～午後５時００分 

３ 会議の開催場所 さいたま市大宮盆栽美術館 講座室 

４ 出席者名 
小島委員長、大和田副委員長、池田委員、砂生委員、

島田委員、（代理）杉山委員、髙嶋委員、谷中委員 

５ 欠席者名 なし 

６ 議題及び公開又は非公開の別 

報告 

令和３年度大宮盆栽美術館展覧会事業等について 

令和４年度大宮盆栽美術館展覧会事業等について 

議事 

令和５年度大宮盆栽美術館展覧会事業等について 

リニューアルについて 

（公開又は非公開の別） 公開 

７ 非公開の理由  ― 

８ 傍聴者の数 ０名 

９ 審議した内容 

令和５年度大宮盆栽美術館展覧会事業等について 

リニューアルについて 

10 問合せ先 
スポーツ文化局 文化部 大宮盆栽美術館 

電話番号 ０４８－７８０－２０９１ 

11 その他  



令和３年度 大宮盆栽美術館展覧会事業等について 

１ 展覧会事業 

(1) 通常展  2 回 

(2) 企画展  5 回 

(3) 特別展  0 回※中止 

通常展、企画展、特別展一覧 

 展覧会名 開催期間 開館日数 入館者数 1日平均 

1 通常展 季節の展示「盆栽展 四季」 40週 239 ― ― 

2 

通常展 歴史と文化「盆栽クロニクル－年代記－」

 会期①・②：所蔵品展 

 会期③  ：大宮盆栽村100周年に向けた研究展示

①4月2日（金）～

6月30日（水） 

②9月18日（土）

～11月17日（水）

③2月5日（土）～

3月30日（水） 

①70 

②54 

③47 

①7,736 

②6,581 

③5,011 

①110 

②121 

③106 

3 

「さいたま市民の日」記念企画展「第６回「世界盆

栽の日」記念・「さいたま国際芸術祭Since2020」コ

ラボレーション展 ×須田悦弘・ミヤケマイ」 

4月23日（金）～

5月19日（水） 
25 3,489 139 

― 企画展「さつき盆栽展」【出品者都合により中止】 
6月4日（金）～

6月13日（日） 
― ― ― 

― 
特別展「ニッポンの盆上芸術2021―盆栽・水石・盆

石・盆景」【出品者都合により中止】 

7月17日（土）～

8月25日（水） 
― ― ― 

4 企画展「夏休み子どもぼんさい美術館」 
7月17日（土）～

9月1日（水） 
42 3,524 83 

5 
企画展「山水涼景～水石の世界」 

※特別展の中止に伴い実施 

7月16日（金）～

8月11日（水） 
25 2,382 95 

6 
企画展「第 30回 作家展（日本盆栽作家協会）」（共

催） 

11月5日（金）～

11月24日（水）
18 3,276 182 

7 企画展「子どもたちに伝えたい さいたまの盆栽」
12月4日（土）～

1月19日（水） 
36 3,110 86 

２ 普及事業 

(1) 定例講座 

期 日 内 容 講 師 受講料 参加者数 

第 3日曜 

オンライン盆栽ワークショップ～はじめ

ての盆栽づくり 

（全 12回、定員 5人、Zoom） 

大宮盆栽協

同組合 
3,000 円/人 58（12回） 

単位：人

単位：人
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第 3日曜 

※5月から実施（7、

8月除く） 

オンライン子ども向けワークショップ～

はじめての盆栽づくり 

（全 9回、定員 5組 10 人、Zoom） 

大宮盆栽協

同組合 
3,000 円/人 86（9回） 

第 4土曜 

※5月は中止 

盆栽実技 （全 11 回、定員 10 人、10 月

から 20人） 

大宮盆栽協

同組合 
無料 147（11回） 

第 1日曜・ 

第 3土曜 

※7月から実施 

オンライン・スライドトーク（全 17回、

Youtube ライブ生配信） 

※12 月から、ハイブリッド型を実施。

学芸員 

森前 誠二 

加藤 崇寿 

無料 367（17回） 

(2) 特別講座等

期 日 内 容 講 師 受講料 参加者数※ 

5月 1日（土） 
オンライントークイベント 

須田悦弘・ミヤケマイ（定員 50人、Zoom） 

須田悦弘 

ミヤケマイ 
無料 69 

7 月 31 日（土）～ 

8月 3日（火） 

オンライン夏休みワークショップ－こけ

玉盆栽づくり（全 4回、定員各10人、Zoom） 

大宮盆栽協

同組合 
2,000 円/人 90 

11 月 13 日（土） 
第 30 回作家展記念オンライン・デモンス

トレーション（Youtube ライブ生配信） 
小林 國雄 無料 24 

11 月 20 日（土） 
第 30 回作家展記念オンライン講演会

（Youtube ライブ生配信） 
須藤 雨伯 無料 27 

通年・随時 盆栽文化、盆栽づくり等に関する出張講座 学芸員 

無料 

又は 

有料 

835 

（14件） 

（※）ワークショップを除くオンライン講座の参加者数は、開催時の視聴者数。 

(3) 学校連携 

期 日 内 容 講 師 受講料等 参加者数 

通年・随時 
小学校校外学習受入れ  

（17 校、54クラス）【3校中止】 
学芸員 免除 1,901

11 月、3月 

【9月中止】 
小学校出張盆栽授業（市立城南小学校） 

大宮盆栽協

同組合 

職員 

― 50 

11 月、12 月、1月 出張盆栽授業（県立大宮ろう学園） 

大宮盆栽協

同組合 

学芸員 

― 38 

(4) ボランティア育成、運営 

・登録者 

31 人 

単位：人

単位：人



・活動内容 

  ①校外学習における児童の誘導（11 月） 

  ②ボランティア研修（自主研修、グループワークによる調査、多言語研 

修等） 

(5) さいたま国際盆栽アカデミー中級修了者の会 

・登録者 

  50 人  

・活動内容 

  ①今後の活動に関する意見交換会（オンライン） 

  ②さいたま国際盆栽アカデミーオンライン実技講座 

平成 29 年度から令和元年度のさいたま国際盆栽アカデミー（初級コース・中級コ

ース）で制作した盆栽のうち五葉松（銀八房）、真柏、寒ぐみ、捻幹石榴のその後

の育成状況や、今後の培養管理の方法について講師が解説した（YouTube ライブ配

信）。3月 13 日実施。

(6) イベント事業 

  ・「ゆかた de 盆美」 

   期 間  7 月 22 日（木祝）～9月 5日（日） 

   内 容  ゆかた、甚平、和服着用で来館すると観覧料無料とするイベ

ント。また、Instagram に投稿するとポストカードをプレゼン

トする。 

   参加者数 44 人 

(7) 館外イベント出展事業（アウトリーチ活動） 

期 日 イベント名称 場 所 内 容 観覧者数 

6月 1日（火）～ 

6月 30 日（水） 
中央区役所盆栽写真展 

中央区役所食堂棟

（区民ギャラリー） 
当館所蔵盆栽の写真展 2,037 

7 月 20 日（火）～ 

8月 10 日（火） 
展示ブース設置 パレスホテル大宮 パネル展示 計測不可 

8月 10 日（火）～ 

8月 30 日（月） 
展示ブース設置 

ロイヤルパインズホ

テル浦和 
パネル展示 計測不可 

8月 14 日（土） 
2021 オレンジサマーカー

ニバル 

NACK5 スタジ 

アム大宮 

パネル展示、チラシ配

架、景品引換（ガラガラ） 
3,333※ 

12 月 6 日（月）～

12月 12 日（日） 

コレクション盆栽写真展 

四季の美 
市民ギャラリー 当館所蔵盆栽の写真展 93 

※はイベント全体の来場者数 合計 5,463 

単位：人



３ 調査研究活動

(1) 大宮盆栽村の開村 100 周年記念事業（R7 年度 2025）に向けた調査研究 

・村の歴史と文化について（資料調査、関係者ヒアリング調査） 

(2) 学校連携プログラム（校外学習、出張授業）の改訂に係る調査研究 

  ・学校、博物館関係者へのヒアリング調査、相談 

  ・新規プログラムの調査研究 

４ さいたま国際盆栽アカデミー 

コース 担 当 参加料 参加者数 

日本人向け初級コース（2クラス、全 8回） 

（中級・上級コース【中止】） 

学芸員 

日本盆栽協会インスト

ラクター 

22,000 円 10 

外国人向け初級・中級・上級コース【休止】 ― ― ― 

単位：人
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令和４年度 大宮盆栽美術館展覧会事業等について 

１ 展覧会事業 

(1) 通常展 ２回 

  ・季節感を重視し、収蔵品の盆栽、盆器、水石を主に紹介する展示 

季節の展示「盆栽展〈四季〉」 

  ・盆栽及び大宮盆栽村の歴史と文化を紹介するパネル展示及び収蔵資料展示 

歴史と文化「盆栽クロニクル―年代記―」 

 (2) 企画展 ６回 

・季節感を念頭に、当館所蔵品には少ない樹種等の特集展示 

 「さつき盆栽の展示」※新型コロナウイルス感染症の影響により規模縮小 

・盆栽と関連する水石、盆石等の縮景表現に関する特集展示 

 「山水涼景～水石の世界」、「白砂と石の風景～「盆石」の旅」 

・盆栽関連団体との共催展 

 「第 31 回作家展（日本盆栽作家協会）」 

・子ども向け展示（夏季、冬季） 

 「夏休み子どもぼんさい美術館」、「子どもたちに伝えたい さいたまの盆栽」 

 (3) 特別展 １回 

  盆栽文化に関するテーマを設け、主に外部団体等からの借用による大規模な展覧会 

   「Life with Bonsai～はじめよう、盆栽のある暮らし」 

With コロナ期を通して改めて注目を浴びる生活文化としての盆栽愛好について、After コ

ロナ期において比較的若い世代の注目を集めるため、盆栽とともにある魅力的な暮らしの

スタイルを展覧会形式で提示する試み。盆栽を愛好するアーティストやデザイナー等をゲ

ストキュレーターとして招き、コレクションギャラリーの各ブース及び座敷を“一席持ち”

の担当として、各人の盆栽のある暮らしをテーマに盆栽及び関連する品々を飾り付けて紹

介する。また、企画展示室の一部を会場とし、一般愛好家の盆栽との暮らしをテーマとし

た写真パネル展や、姉妹館提携先をはじめ海外の盆栽愛好家の様子を紹介する。

資料２ 
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 通常展、企画展、特別展一覧 

展覧会名 期間 G 企

（１）通常展

季節の展示「盆栽展〈四季〉」 37週 ○ 

歴史と文化「盆栽クロニクル－年代記－」 

会期①・②：所蔵品展、特別展特集展示 

会期③  ：大宮盆栽村100周年に向けた研究展示 

①4月16日（土） 

～6月29日（水） 

②9月17日（土） 

～11月23日（水祝）

③2月4日（土） 

～4月5日（水）

 ○ 

（２）企画展 

「さつき盆栽の展示」
5月27日（金） 

～6月5日（日）
○  

「夏休み子どもぼんさい美術館」 
7月16日（土） 

～8月31日（水）
 ○ 

「山水涼景～水石の世界」 
7月22日（金） 

～8月17日（水） 
〇  

「白砂と石の風景～「盆石」の旅」 
9月9日（金） 

～9月21日（水） 
〇  

「第 31 回 作家展（日本盆栽作家協会）」（共催） 
11月25日（金） 

～12月14日（水）
○  

「子どもたちに伝えたい さいたまの盆栽」 
12月10日（土）

～1月18日（水）
 ○ 

（３）特別展 

「Life with Bonsai～はじめよう、盆栽のある暮らし」 
10月14日（金） 

～11月9日（水） 
〇 一部

※G：コレクションギャラリー／企：企画展示室 

２ 普及事業 

 (1) 定例講座 

  ・盆栽ワークショップ   第 3 日曜・1 回（定員 6 人、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型対応） 

  ・子どもワークショップ   第 3 日曜・1 回（定員 6 組、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型対応） 

  ・盆栽実技    第 4 土曜・1回（定員 20 人）

  ・スライドトーク    第 1 日曜、第 3土曜・各 1回（ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型） 

 (2) 特別講座等

  ・鑑賞サポート    5 月 3 日～5 日、午前・午後（ボランティア） 

  ・夏休みワークショップ      7 月～8月、全 10 回（定員各 6人） 
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  ・盆栽植え替えデー   10 月、3月（各 2回、定員各 6人） 

  ・出張講座、講演    随時 

 (3) 学校連携 

  ・校外学習の受け入れ（市立小学校 17 校、42 クラス）※バス借上げ事業 

  ・校外学習の受け入れ（市立小学校 3校、16 クラス）※徒歩及び学校バス手配 

  ・市立小学校への出張盆栽授業（小学校 1校、教育相談室 1室）

  ・未来くるワーク（5校）、教員研修（4名）、博物館見学実習の受入れ 

 (4) ボランティア育成、運営 

  ・登録者 

28 人（令和 4年度）※令和 5年 3月に継続意向調査及び若干名を募集。 

  ・活動内容 

   ①校外学習における児童の誘導 

   ②鑑賞サポート（ゴールデンウィーク期間） 

   ③ワークショップ等の指導補助 

   ④ボランティア研修（オンライン研修、グループによる自主研修、多言語研修等） 

３ その他 

 (1) さいたま国際盆栽アカデミー中級修了者の会 

  ・登録者 

   50 人 ※令和元年 2月 22 日発足後、活動休止中。 

  ・活動内容 

   今後の活動に関する意向交換会 

 (2) イベント事業 

  ・「ゆかた de 盆美」 

   期間 7 月 16 日（土）～8月 31 日（水） 

   内容 ゆかた、甚平、和服着用で来館すると観覧料無料とするイベント。 

また、Instagram に投稿するとポストカードをプレゼントする。 

 (3) 館外イベント出展事業（アウトリーチ活動） 

  ・「イオンさいたま市フェア」イオンモール与野、5月 13 日～5月 15 日 

・「令和 4年度春風盆栽展」国営昭和記念公園、5月 13 日～5月 16 日 
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・「中央区役所盆栽写真展」中央区役所食堂棟区民ギャラリー、6月 1日～6月 30 日 

・「日進七夕まつり（文化振興事業団出展）」日進小学校、8月 6日～8月 7日 

４ 調査研究活動

(1) 大宮盆栽村の開村 100 周年記念事業（R7 年度 2025）に向けた調査研究 

・村の歴史と文化について（資料調査、関係者ヒアリング調査） 

(2) 学校連携プログラム（校外学習、出張授業）の改訂に係る調査研究 

・学校、博物館関係者、教育委員会へのヒアリング調査、相談 

  ・新規プログラムの作成 

５ さいたま国際盆栽アカデミー 

(1) 日本人向け初級コース 

講座数 全 9回 

内訳：基本講座 6回、共通講座 3回 

※「共通講座」は初・中・上級共通の講座 

開催時期 令和 4年 6月～令和 5年 3月 

クラス数 2 クラス 

定員 10 名（1クラス 5名） 

実施方法 講義：Zoom を利用したオンライン 

実技：感染防止対策の上で、対面で実施 

その他 緊急事態宣言等により対面での実施が困難となった場合は、

オンラインに切り替えて実施する。 

(2) 日本人向け中級コース 

講座数 全 11 回 

内訳：基本講座 8回、共通講座 3回 

開催時期 令和 4年 9月～令和 5年 3月 

クラス数 2 クラス 

定員 10 名（１クラス 5名） 

実施方法 講義：Zoom を利用したオンライン 

実技：感染防止対策の上で、対面で実施 

その他 緊急事態宣言等により対面での実施が困難となった場合は、

オンラインに切り替えて実施する。 
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(3) 日本人向け上級コース 

講座数 全 12 回 

内訳：基本講座 9回、共通講座 3回 

開催時期 令和 4年 6月～令和 5年 3月 

クラス数 1 クラス 

定員 5 名 

実施方法 講義：Zoom を利用したオンライン 

実技：感染防止対策の上で、対面で実施 

その他 緊急事態宣言等により対面での実施が困難となった場合は、オ

ンラインに切り替えて実施する。 

(4) 外国人向け中級コース 

内容 大宮盆栽村盆栽園による講義・実技 

講座数 全 1回 

※1回 2時間程度 

開催時期 令和 4年 9月～令和 5年 3月 ※事前予約制 

開催数 2 回（1回 1組） 

定員 2 組（1組 30 名未満） 

実施方法 感染防止対策の上、対面で実施 

その他 感染拡大等により実施が困難となった場合は、中止する。 

(5) 外国人向け上級コース 

内容 大宮盆栽美術館における培養管理の実地研修 

開催時期 相談に応じる 

期間 相談に応じる 

対象 姉妹館提携先職員 

定員 1～2 名 

実施方法 感染防止対策の上、対面で実施 

その他 感染拡大等により実施が困難となった場合は、中止する。 
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令和５年度 大宮盆栽美術館展覧会事業等について 

１ 展覧会事業 

(1) 通常展 ２回 

  ・季節感を重視し、収蔵品の盆栽、盆器、水石を主に紹介する展示 

季節の展示「盆栽展〈四季〉」 

  ・盆栽及び大宮盆栽村の歴史と文化を紹介するパネル展示及び収蔵資料展示 

歴史と文化「盆栽クロニクル―年代記―」 

 (2) 企画展 ６回 

・季節感を念頭に、当館所蔵品には少ない樹種等の特集展示 

 「さつき盆栽展」 

・盆栽と関連する水石、盆石等の縮景表現に関する特集展示 

 「水石展」、「盆石展」（仮称） 

・盆栽関連団体との共催展 

 「第 32 回作家展（日本盆栽作家協会）」 

・子ども向け展示（夏季、冬季） 

 「夏休み子どもぼんさい美術館」、「子どもたちに伝えたい さいたまの盆栽」 

 (3) 特別展 １回 

  盆栽文化に関するテーマを設け、主に外部団体等からの借用による大規模な展覧会 

   「煎茶と盆栽～「盆栽」の夜明け」（仮称） 

    江戸時代中期以降、上方を中心に、中国の文人文化に範をとった日本の文人た

ちの間で煎茶趣味が流行した。江戸時代後期に至り、文人によって営まれた煎

茶会の場に盆栽は取り入れられ、それまで「鉢植え」と称された盆栽文化は、

新たに「盆栽」としての夜明けを迎える。ここでは、①雅称「盆栽」の使用、

②現在の盆器の典型となる「泥物」鉢の使用、③文人画の樹木を模した「文人

木」樹形の考案、④座敷における盆栽飾りが見られ、現在の盆栽文化に直結す

る要素が煎茶趣味・文人文化の中で形成された。本展では、江戸時代後期から

明治時代に流行する煎茶会に関連する図録や文人画家の絵画、関連資料を通し

て、文人文化の洗礼を受けて夜明けを迎える盆栽の画期を概観する。

資料３ 
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 通常展、企画展、特別展一覧 

展覧会名 期間 G 企

（１）通常展

季節の展示「盆栽展〈四季〉」 35週程度 ○ 

歴史と文化「盆栽クロニクル－年代記－」 

会期①・②：所蔵品展 

会期③  ：大宮盆栽村100周年に向けた研究展示 

①4月～6月 

②9月～11月 

③2月～3月

 ○ 

（２）企画展

「さつき盆栽展」 5月下旬～6月初旬 ○  

「夏休み子どもぼんさい美術館」 7月中旬～8月下旬  ○ 

「水石展」（仮称） 7月下旬～8月中旬 〇  

「盆石展」（仮称） 9月中旬 〇  

「第 32 回 作家展（日本盆栽作家協会）」（共催） 11月 ○  

「子どもたちに伝えたい さいたまの盆栽」 12月中旬～1月下旬  ○ 

（３）特別展

「煎茶と盆栽～「盆栽」の夜明け」（仮称） 10月～11月 〇 一部

  ※G：コレクションギャラリー／企：企画展示室 

２ 普及事業 

 (1) 定例講座 

  ・盆栽ワークショップ   第 3 日曜・1 回（定員 6 人、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型対応） 

  ・子どもワークショップ   第 3 日曜・1 回（定員 6 組、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型対応） 

  ・盆栽実技    第 4 土曜・1回（定員 20 人） 

  ・スライドトーク    第 1 日曜、第 3土曜・各 1回（ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型） 

 (2) 特別講座等

  ・GW 鑑賞サポート    5 月 3 日～5 日、午前・午後（ボランティア） 

  ・夏休みワークショップ      7 月～8月、全 10 回（定員各 6人） 

  ・盆栽植え替えデー   10 月、3月（各 2回、定員各 6人） 

  ・出張講座、講演    随時 
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(3) 学校連携 

  ・校外学習の受け入れ（令和 5年 2月頃募集開始）※バス借上げ事業 

  ・市立小学校への出張授業（同上）

  ・未来くるワーク、教員研修、博物館見学実習の受入れ 

 (4) ボランティア育成、運営 

  ・登録者 

28 人（令和 4年度）※令和 5年 3月に継続意向調査及び若干名を募集。 

  ・活動内容 

   ①校外学習における児童の誘導 

   ②鑑賞サポート（ゴールデンウィーク期間） 

   ③ワークショップ等の指導補助 

   ④ボランティア研修（オンライン研修、グループによる自主研修、多言語研修等） 

 (5) さいたま国際盆栽アカデミー中級修了者の会 

  ・登録者 

   50 人 

  ・活動内容 

   ①さいたま国際盆栽アカデミーの補助 

   ②植え替えデー等の普及事業の補助 

 ※ボランティア及びアカデミー中級修了者の会は、令和５年度に合併し、新たなボラ

ンティア組織の構築を予定。 

３ その他 

 (1) イベント事業 

  ・「ゆかた de 盆美」 

   期間 7 月中旬～8月下旬 

   内容 ゆかた、甚平、和服着用で来館すると観覧料無料とするイベント。 

 (2) 館外イベント出展事業（アウトリーチ活動） 

４ 調査研究活動

(1) 大宮盆栽村の開村 100 周年記念事業（R7 年度 2025）に向けた調査研究 

・村の歴史と文化について（資料調査、関係者ヒアリング、展示計画） 

・普及プログラム、学校向けプログラムの検討・計画 
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 (2) 令和５年度特別展の開催に向けた調査研究 

   ・関係資料の調査研究 

   ・普及プログラムの検討・計画 

５ さいたま国際盆栽アカデミー 

(1) 日本人向け初級コース 

講座数 全 9回 

内訳：基本講座 6回、共通講座 3回 

※「共通講座」は初・中・上級共通の講座 

開催時期 令和 5年 6月～令和 6年 3月 

クラス数 2 クラス 

定員 10 名（1クラス 5名） 

実施方法 講義：Zoom を利用したオンライン 

実技：感染防止対策の上で、対面で実施 

その他 緊急事態宣言等により対面での実施が困難となった場合は、

オンラインに切り替えて実施する。 

(2) 日本人向け中級コース 

講座数 全 11 回 

内訳：基本講座 8回、共通講座 3回 

開催時期 令和 5年 9月～令和 6年 3月 

クラス数 2 クラス 

定員 10 名（１クラス 5名） 

実施方法 講義：Zoom を利用したオンライン 

実技：感染防止対策の上で、対面で実施 

その他 緊急事態宣言等により対面での実施が困難となった場合は、

オンラインに切り替えて実施する。 

(3) 日本人向け上級コース 

講座数 全 13 回 

内訳：基本講座 10 回、共通講座 3回 

開催時期 令和 5年 6月～令和 6年 3月 

クラス数 2 クラス 

定員 10 名（1クラス 5名） 

実施方法 講義：Zoom を利用したオンライン 

実技：感染防止対策の上で、対面で実施 

その他 緊急事態宣言等により対面での実施が困難となった場合は、オ

ンラインに切り替えて実施する。 
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(4) 外国人向け中級コース 

内容 大宮盆栽村盆栽園による講義・実技 

講座数 全 1回 

※1回 2時間程度 

開催時期 令和 5年 9月～令和 6年 3月 ※事前予約制 

開催数 2 回（1回 1組） 

定員 2 組（1組 30 名未満） 

実施方法 感染防止対策の上、対面で実施 

その他 感染拡大等により実施が困難となった場合は、中止する。 

(5) 外国人向け上級コース 

内容 大宮盆栽美術館における培養管理の実地研修 

開催時期 相談に応じる 

期間 相談に応じる 

対象 姉妹館提携先職員 

定員 1～2 名 

実施方法 感染防止対策の上、対面で実施 

その他 感染拡大等により実施が困難となった場合は、中止する。 



資料　４リニューアルについて

①

②

③

④ ⑤
⑥

⑦

⑧

⑨
①

②

③

④

⑤

■パースは将来イメージ。

（考え方）
　１．開村100周年（令和7年5月）までに実施するもの
　　　機能向上（劣化や庭園、池改修）
　　※現美術館敷地内で増築にあたらないもの。

　２．100周年後で敷地内改修（増築を含む）
　　　カフェ、グッズ販売、収蔵庫、培養場改修

　３．県有地（研修センター）を含めた検討。



【参考】



資料５ 

オーストラリア・キャンベラ樹木園との姉妹館提携について 

１ オーストラリア・キャンベラ樹木園とは 

オーストラリア首都特別地域政府の組織に位置づけられた樹木園。年間 50 万人以上

の訪問者が訪れ、44,000 本の絶滅の危機に瀕した象徴的な樹木が植えられている。 

また、園内には盆栽と盆景のコレクションが一般公開されている。 

２ これまでの経緯 

年月 内容 

令和元年５月 

（2019 年） 

オーストラリア・キャンベラ樹木園（以下、樹木園）から、姉妹館提携を締結

したいと連絡あり。 

令和元年５月 当館から、2020 年東京オリンピック開催時に本市へ招き、調印したいと提案。

令和２年２月 

（2020 年） 

樹木園へ当館職員２名が訪問し、施設見学や調印日程等を調整した。 

※新型コロナウイルス感染症の影響により、調印は断念。 

令和３年６月 

（2021 年） 

（協議再開）提携に向けての日程や方法について、キャンベラ樹木園の考え方

を尋ねた。 

令和３年 11 月 樹木園から、『毎年４週間。技術者の交換をしたい。』と要望あり。 

⇒米国立盆栽・盆景園からの技術者受け入れについて検討していると回答。 

令和４年１月 

（2022 年） 

当館から、３年後の盆栽村１００周年記念事業の一イベントとして調印を行う

ことを提案した。併せて、それまでに情報交換等、実績を築くことも提案した。

令和４年５月 樹木園から、本年６月に調印したいと提案あり。 

⇒６月の調印は日程上難しいと回答。 

令和４年５月 樹木園から、調印に向けて以下４案の提示あり。 

① 2022 年内に、日本からキャンベラへ行き、特別地域首相と会い調印をする。

② 数か月内に、オンラインで調印を行う。 

③ 2022 年内に、オーストラリアの代表が日本に行き、調印を行う。その際、

特別地域首相は同行しない。 

④ 2023 年に、オーストラリアの代表が日本に行き、調印を行う。その際、特

別地域首相は同行する。 

令和４年６月 当館から、４案のうち、④の案で調整したいと回答。 

３ 姉妹館提携後の事業 

・インターンシップの受入や学芸員、盆栽技師の派遣を行い、盆栽の培養管理技術や

美術館運営などの技術・情報交換を行う。 

・「盆栽文化の共同研究」や「所蔵資料の相互貸与」などを行い、成果を展覧会や講

演会などを通じて市民に提供する。 

・広報ＰＲについて協力し、情報発信を強化する。 

以上の内容について諮っていく。 


